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Traducci6n　Japonesa　del“Llibre　de韮es　Bδsties”，
Fabulario　Medieval　Catalin（1）
por　Yukihisa　Mihara
　Es£e　artfculo　es　la　trad秘cci6n　a星japon6s　del“Llibre　de　les　B壱sties”por　Ramon　Llull，　uno　de
los　eruditos　representantes　del　mundo　cristiano瓶ed童evaL　EビしLhbre　de　les　Bδsties”oe亙Libro
de　las　Bes£ias　en　castel韮ano・es・ttna　obra　i就eresante　en　el　estudio　comparativo　de　las　narraciones
tradicionales　y　los　cuentos　poP膿豆ares，　porque　tiene　縫na　relaci6n　estrecha　con　e豆　ciclo　derしCa董ila　y
Dimna．”en　sus　epis・di・s　intercalad・s　c・munes　en　a田bas　c・｝ecci・nes，　c・n　e重cicl・del‘もR・man　de
Renard”en　el　nombre　del　protago隷ista“Na　Renart”y　algunos　otros　incidentes．　Afiadir6　a　la　traducci6n
unas　notas　comparativas　con三as　versiones　francesa　del　siglo　15　y　castellana　del　siglo　18，　y　a豆
fina並　de　m　i　artfculo　pondr｛≡algunas　observacio織es　sobre　ei　origen　y　los　cuentos　y・otras　veysiones
semelantes　en　la　literatura　hisp6nica　de　cada　uno　de　los　episodios　intercalad，os　en　esta　historla．
　以下の訳文はラモン・リュイRamon　Llul｝（ライムンド・ルリオRaimunde　Lulio一イスパ
ニア語での名称，以下〔薦）と略す）による教訓的説話集窪獣の書Llibre　de　les　Bδsties　A（Libro
de　las　Bestias〔西〕）の試訳である。筆者はイスパニアの説話・昔話を研究する立場から，「狐物語
Roman　de　Renard」サイクルと「カリーラとディムナCalila　y　Dimnaコサイクルの爾者にまた
がる興味深い作品であるこの書物を翻訳の対照として選んだ。
　先ず最初に，中世キリスト教世界が生んだ最も偉大な文化人の1人とされるLlullの経歴を簡
単にのべよう。Llul1は1233年の始め頃，アラゴン王国の征服王ジャウメ1世（Jaume　I，　el
ConqueridGr；Jaime　1，el　Conqaistador〔西〕1213－1276）治下のマリョルカ島パルマPalmaで
　　　　　　　　　　　　レコンキスク
マリョルカ島の再征服（モーロ入からの領土圃復，1227－1229）の痘後にこの地に居ついた貴族
の家に生まれた。14歳でジャウメ1世の小姓として宮廷に入り，後，ジャウメ王子（後のマリョ
ルカ王）の家庭教師に任命され，その後王子の執事となった。Llullは青年時代，富裕な貴’族の
息子として贅沢で享楽的な生活を送り，陽気で活動的な若者であり，1257年貴族の娘Blanca
Pica殉と結婚し，　DomδnecとMagdalenaの1男1女をもうけている。ところが，30歳という
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人生の絶頂期に突然宗教的な園心が起こった。Llul1自身が書いているところに従えば，恋の歌
を作っている時，十字架にかけられたキリストが現われて回心をうながし，さらに少しして，聖
アシジのフランチェスコについての説教が回心を決定的にしたと言われる。しかしLlul1の國心
についてはかなり有名で伝説化されている。例えば，16世紀フランスのブラントームSeigneur　de
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のBrantδmeの「艶婦伝Vies　des　Dames　Galantessによれば，　Llul1は貴婦人に恋をし，書い寄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらった揚句，最初の密会の際美しいその恋入が胸間を露わすと，．乳房に15枚の膏薬が貼られ，そ
れを1枚1枚はがすと恐ろしい乳癌の腫瘍があった。恋人は目に涙をためて，癌腫の痛みと，命
が旦夕に迫っていることを訴えた。Llullは美しい容貌の下にあるこのような醜さと苦しみに驚
き，神に平癒を祈願すると共に，無情を悟って顕職を退き，修道院に入ったという物語である。
Llullは回心を決意すると財産を処理し，家族関係を解消して，完全に自由な購罪と豊教の生
活を始めた。サンテKアゴ・デ・コンポステ“ラ，ローマ，エルサレム等の聖地を巡礼の後，バ
ルセローナにもど1），聖ラモン・デ・ペニァフォールSant　Ramon　de　Penyafortの勧めに従っ
てパルマに｛主み，著述に従った。その後，マリョルカ鵡中央のMiramarに修道院を建設し，13
入の修道士とイスラム世界への布教のため近東の諸言語を学んだ。その後；地中海沿岸の全地域
に旅行して異教徒の問を宣教し，パリ大学で神学を講じたり，’Viena　de　Delfinalの宗教会議
（1311～12）に出席する等の活躍をしたが，1315年12月チェニスに渡1），1316年3月に残した。イ
スラム教徒の投石によって殉教したとも伝えられる。死後，福者（Beato＞に列せられた。
　Llullの著作
　Llullの作品は散文，韻文の両方にまたがり，神学，哲学，詩作品，文学論，物語，錬金術と
あらゆる分野に及び，243の作品の名前が知られ，使罵言語もカタwニア，ラテン，アラビアの3
か国語に及んでいる。ただアラビア語の作品は全く現存していない。Llullは神の知識を民衆の問
に広めることを望み，従来，ラテン語でしか書かれなかった哲学や神学の著作を話し言葉（ロマ
ンス語）で書くことを企てたが，哲学が始めて書かれたロマンス語はカタロニア語であると，カ
タV＝アの人達は誇りにしている。LlullはカタWニア文語の創始者とみなされているが，散文
作品には，当時のカタロニア国語を修辞的に磨き上げて使用し，詩作品には，中世カタmニアの
知識人の習慣に従って，プWバンス語化したカタロニア語を使っている。雷語学的にLlullの諸
著作を研究した，岡じマリョルカ島畠身の書語学者モイ教授Francesc　B．　Moliによれば，全作
品に使用されている単語は7000語で，語彙的には決して豊かではない。その52％は当時の国語，
　　　　　　　　　　　ラテイニスモ
18％はラテン語からの外来語，20％は国語の単語に接頭辞，接尾辞をつけて造語したもの，7％
はLlullのみが使用した新語，1％はプロバンス語からの外来語，2％は固有名詞で，アラビア
語の知識にもかかわらず，アラビア語からの外来語はほとんどない。
　Llu｝1の代表的なカタurア語の作品としては，騎士道を描いたものとしては鱗士道の書El
Llibre　del　Orde　de　Cavalleria（El　Libro　de　la　Orden　de　Caballerfa〔西〕）2，神秘文学としては
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『神の友と神に愛されたる者の書El　L｝ibre　d’Amic　e　Amat（El　Libre　de　Amigo　y　Amado
（西〕）s物語の文学としてはwエバストとブランケルナの書El　Llibre　d’Evast　e　Blanquerna
（El　Libro　de　Evasto　y　Blanquema〔西〕）sそれに建獣の劃を1部に含んでいる「驚異の書』等が
ある。
　『驚異の書El　Llibre　de　Merave｝les（EI　Libro　de　Maravil｝as〔西））s
　『驚異の書露はまたの名を『驚異のフェリックスの書EI　LIibre　de　Fblix　de　Meravel｝essと
も『フェリックスの書　El　Llibre　de　Fblix3とも呼ばれ，1289年頃パリで書かれたLlu｝1の物
語文学の傑作の1つである。これはFS至ixという1人物の冒険談で，彼はあらゆる土地を旅し，
上は王子や騎士から下は身分いやしい下男まで，信心深い修道士から身を持ちくずした放蕩者ま
であらゆる人物に出会い，また，ありとあらゆる驚異的な鵡来事を見て回り，自分の経験と，落
ち入った危険や苦しみ，そこから神の恵みによりいかに脱出できたかを物語るのがその内容であ
る。F61ixが出会う人物は，それぞれ，多くの逸話や寓話を物語るので，この大きな物語の枠の
中に幾多の小さい挿話が入りこむという枠物語形式をとっている。
　『獣の書』
　『驚異の書sの第7の書は『獣の書xと呼ばれ，その全体が1種の大きな挿話であり，他の部分と
は全く独立した物語で，研究者によれば，全体よ｝）も早く，多分1286年以前に執筆されていたも
のと思われ，悲観主義的な政治課刺の動物寓話を構成している。内容については以下の訳に譲る
が，ライオン王の宮廷で，狡猜な狐が王に取り入って寵臣となり，他の動物の家来を次ぎ次ぎと
落とし入れて行く『獣の書』の構成と，主人公の狐の名蔚がカタロニア語の「狐」を表現するvolp，
guineu，　guilla等の語を使用せず，　Na　Renardという，フランスの『狐物語毒の主人公Renard
と同じ名前を使用していることは，本物語が『狐物語』の影響の下に作られたためと思われ，ま
た他方，挿入された挿話のうち10個は1「カリーラとディムナ』と関係を持ち，鰍の書講の枠物語
の40章が「カリーラとディムナ』の「ライオンと雄牛」の物語によったものとも思われ，本書と
『カリーラとディムナsとの関係は明らかである。個々の挿話の原話，中世イスパニア説話集に
見いだされる類話等，比較説話上の解説は本稿末尾の聯話の比較」の項に譲るが，Llu11が原
本に使った「カリーラとディムナsは王bn－ul・Moqafa訳のアラビア語版なのか，それ共，1253年
にカスティリア王国のAlfonse王子（後の賢王）の命で訳されたイスパニア語訳なのかは興味あ
るところである。従来はアラビア語訳と考えられていたようであるが，年代的に見て，またLlull
の活発な知的活動から見て，イスパニア語訳を見る機会がなかったことは考えられず，イスパニ
ア語訳によった可能性もまた否定できないと思われる。
　『獣の書2の写本・刊本・翻訳および筆者の訳の原典
　　　　　　　　　　ゆ
　『驚異の書aの写本は，14世紀のものが3種，15世紀のものが3種，17世紀のものが4種存在す
る。また刊本は1750年出版のもの以後5種類（内1種類は轍の書sのみ）あるが，筆者は最も
権威あるとされるGalm6s校訂版，すなわちLlibre　de　Meravelles，　a　cura　de　Mn．　Salvader
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Galm6s，4vols　（Els　Nostres　Classics，Volum　34～37）1931～1934，　Editorial　Barclno，
Barcelenaを原典として使用した。　Gahm6s校訂版は1367年’Barcelonaで筆写の記載があり，
現在Palmaのリュイ畜代協会Societat　Arqueolδgica　Lulliana蔵の最古の写本（A）と，1458
年Vilafrancaで筆写の記載があ｝），同じ協会蔵の写本（B）を校訂して編集したものである。
　他国語に訳された『驚異の書sについては，ラテン語訳（14世紀）とフランス語訳（15世紀）
および2種類のイタリア語訳（15世紀と16世紀）の写本があり，刊本としては独，英，仏，イス
パニア語訳がある。筆者は本試訳の参考として，Ramon　Llul至：Obras　Literarias，1948，　Editorial
Cat61ica　S。　A．に含まれている1750年Palma発行のイスパニア語訳と，15一世紀のフランス語訳
の写本（パリ国立博物館蔵）の蝋の書』の部分のみを刊行したRaymond　Lulle：Le　Livre
des　Bδtes，1964，　Librairie　C．　Klincksieckを参考とした。
　フランス語訳はカタロニア語の原本と細かい語旬の違いのほか大きい違いはないが，イスパニ
ア語訳はかなり大きく原文から離れ，時には原文にない文章がそっくり挿入されている場合もあ
り，概してイスパニア語訳の方が長文で説明的に語句を補っている場合が多い。
（試 訳）
　　　　　　　　　　第7の醤獣　達　に　つ　い　て
　獣達についてのべた第7の書が始まる。
　フェリックスF51ixは哲人に別れを告げ，樹木と泉の多くある谷間を歩いて行った。谷聞のPt　U
で長いあごひげと長い髪の毛をもち，粗末な衣報を身につけた2人の男と出会った。フェ￥ック
スがその人々にあいさつすると，その入達もフェリックスにあいさつを返した。「今日は」フェリ
ックスは言った。「あなた方はどこからいらっしゃったのですか。あなたガの服装を見ますと，ど
こかの教団の方のようにお見受けいたしますが，どこの教団の方々でいらっしゃいますか」。「は
い，あなた様」2人の男は書った。「私共は遠い土地から参りました。そうして，近くにあるあの
平原を通ってここへ参りました。あの平原では王を選ぼうとする野獣達の大きい集まりが開かれ
ていました。私共の教団は『使徒教団Orde　dels　ApδstolSdiと呼ばれ，私共の服装と貧しさは，
使徒がこの世に住んでいらっしゃった闘にしておられた托鉢の生活を表わしているのです」
　フェリックスは2人が使徒教団のように誉れ高い教団に属していられると知ってとても驚き，
次のように言った。「使徒教団はすべての教団の上にあります。教団にある者は死を恐れては
ならず，誤りに落ち入った不信の人々に正しい道を，罪に落ち入ったキリスト者には行いと説教
によって聖なる生活の模範を示さねばなりません。教団にある者は全力をつくして，善を行うよ
う絶えず人々に説き聞かせなければなりません」このようなことや，その他多くのことをフェリ
ックスは使徒教騒の2人に言った。「あなた様」と2入は言った。「私共は使徒がなされたよう
な嘗れ高い生活にふさわしい者ではありません。しかし，使徒の御言葉の形だけでも真似よ
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うとしているのです。その形を服装と貧しさと，世界中，ある土地から別の土地へと週歴する巡
礼の生活に現わしています。私共は神に望みをかけています。神はこの世で聖なる生活を送る人
々，すなわち使徒教団に属する者達，学問や言葉を知り，神の助けを得て，不儒仰の者には説教
して改宗させ，キリスト者には生活と聖なる言葉によって模範となり得るような人々をお送りく
ださいます。このように，神は私達に憐みの心を持たれ，またキリスト者も使徒の姿をした私共
の来訪を待ってくれているのです」
　2人の蚕葉にフェリックスはとても喜び，その教えに長い間感泣し，次のように言った。
「ああ，主なる神イエス・キリストよ。常に使徒の中にあり，あなたが愛し，知識を得るために
労苦をも死をも進んで耐え忍ばれる神聖な情熱や献身がいったいどこに毘られるでしょうか。す
ばらしい主なる神は，使徒の生涯の形を真似た聖なる生活にあなた方がすぐ到達なさることをき
っと喜ばれることでしょう」
　こう書った後，フェリックスはこの聖たる人々に別れを告げ，獣達が王を選ぼうとしている場
所へ行った。
　〔第37章）　1．王の選出について
　きれいな小川が流れている美しい平原に，王を選出しようとする多くの獣達がいた。多くの者
　　　　　　　　　　　　　くあ
達は結束してライオンel　Leh6をヨ三に推戴しようと考えていた。しかし雄牛lo　Bouはその選出
に強く反対し，次のように書った。「諸君，王の高貴さには，偉大であって，かつ謙虚であり，他
人に害を与えない美しい入物こそが適当であります。ライオンは偉大な獣でもなければ草食獣で
もなく，他の獣を食べる肉食獣であります。ライオンはその叫び声で我々すべてを恐怖に震えあ
がらせるような言葉と声をしています。だから，私の忠告は，諸君に雄馬lo　Cavallを王として
選んでほしいということなのです。雄馬は偉大で美しく，謙虚な獣であります。雄馬は軽快な獣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　くゆ
であり，高慢な態度でもなければ肉をも常食にしません」。鹿el　Servoやノw鹿el　Cabriolや羊
el　Molt6や，草を食べて暮らすその他のすべての獣達は雄牛の言葉をとても歓迎した。しかし狐
　　　　くの
Na　Renartは演説しようとみんなの前に進み出て，次のように書った。「諸鴛」と狐は言った。「世
界は神によって作られました。神は，入間が知られ愛されるようにと世界を作られたのではなく，
神が人々に知られ，愛されるようにとの意図で作られたのです。そこで，その御意思に従えば，
人は獣の肉と植物を食べて生きているにもかかわらず，獣が人に仕えることを神は望んでいられ
るのです。さて，皆様，肉を食べる故にライオンを嫌う雄牛の勧めに従わないでください。神が
生物に与え，課せられたきまりと秩序に従ってください」。すると，また雄牛がその仲間と共に進
み出て，狐の言葉に反対し，「雄馬が草食であるその故に雄馬を王にすべきです。雄馬とその仲
間が王を選ぽうとするその意図は正しいもので，もしその意図が間違ったものであったなら，
仲間達は自分達が食べるのと同じ草を食べる馬を王にしようなどとはしなかったことでしょう。諸
蓉は王の澤出についての狐の言葉を信じてはなりません。というのは，狐自身がいちばんライオン
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を王にしたがっています。それはライオンの高貴さによってではなく，ライオンのそばについて，
食い残しで暮らし，ライオンの行う狩猟に随行して食べ物を手に入れたいためなのです」とのべた。
　お亙いにいろいろと言い合って，会議が混乱しているうちに選出は始められた。自分が王に選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔7｝　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝　ゆき　　　　　　　　　　　　　（9｝
ばれたいという希望を持っていた熊1’Ors，ひょうe｝Leupart，雪ひょうla　Oncaは，どの獣が
王となるのにいちばんふさわしいか決められる時まで会議を延期すべきだと発轡した。狐は，熊
とひょうと雪ひょうが会議を延期しようとするのは，それぞれ自分達が王になりたい：希望を持っ
ているからだとわかっていたので，みんなの前で次のように書った。
　〔挿話1〕
　　　　　　　　　　　　くゆ
　「ある大伽藍で司教の選出が行われ，僧会議貫の問で意児が一致しませんでした。何入かの僧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くや
会議翼は知識が深く，有徳の誇れ高いその教会の聖器係僧を覇教に選ぽうとしていました。助祭
ほカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
長は司教に選ばれたい’希望を持っていましたし，神学教師も同様でした。そこで，聖器係僧の選
畠には反対し，外見は美しいが何の知識もない単純な僧会議畏を司祭に選ぶことに同意しました。
その僧会議畏は性格が弱くとても好色でした。僧会議員達はみんな助祭長と神学教師の書葉にた
いそう驚きました。会議場内にいた1入の僧会議羅はこう言いました。鴨しラKオンが王になれ
ば，熊と霧ひょうとひょうはその選出に反対したので，常に王の怒りに触れるだろう。もし雄馬
　　　　　　　　　　ごミむ
が王になれば，ライオンは何かにかこつけて王を怒らせるだろう。そうなれば，ライオンほど強
い獣でない雄馬はどうして復しゅうされないですむだろうかSt〔挿話1終り〕
　　　　　　くみ
　熊と雲ひょうとひょうは狐が語った寓話を聞いてライオンをとても恐れ，その選出に問意し，
ライオンが王になることを望んだ。熊と他の肉食獣の力によって，草食獣の反対にもかかわらず，
ライオンがMに選ばれた。ライオンはすべての肉食獣に，草食獣を食べて生きる許可を与えた。
　ある日，王は会議場に臨席し，その宮姪の法律を定めようとしていた。王と諸侯達はそのff，
一 巳中，朝から晩まで会議場にいたので，飲み食いができなかった。会議はなおも続き，ライオ
ンと仲間達は空腹を感じ，王は狼el　Lopと狐に，何か食べ物はないかと尋ねた。す，ると2匹は，
狩をするにはもう時間が遅いが，このほん近くに雄牛の仔の子牛el　Vadellと雄馬の子の仔馬el
　　モゆ
Polliがいるので，充分に食べることができますと答えた。そこでライオンはその場所に使いを
やって仔牛と仔馬を呼び寄せ，2匹を食べてしまった。雄牛と雄馬は息子の死を知ってとても立
腹し，入間の所にやって来て，人間に仕え，主君が自分達に対して行った裏切りに復しmpうしよ
うとした。そこで人間は馬に剰），牛に耕作をさせた。
　ある臼，雄馬は雄牛は出会い，互いに近況を尋ね合った。雄馬は主人に仕えるのに非常に疲れ
ている。主人は一日中私の上に乗って，昇ったり降りたりして走らされている。その上畳も夜も
つながれているのでと書った。馬は主人に仕える今の生活から抜け出し，ライオンの支配下にも
どりたいと強く望んでいた。しかし，ライオンは肉食獣でもあるし，またかつて自分を王にしよ
　　　　　　　　　　くニお
うという声もあったので，ラKオンが支配している土地へもどるのをちゅうちょしているのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロきき
馬の肉を食べるライオンの餌食になるよりも，馬肉を食べない入間に仕えて働く方がましだと書
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った。
　雄馬が雄牛に自分の状態を書い終ると，雄牛は，自分には一日中，土地を耕作するつらい仕事
があり，自分の耕す土地が生み出す小麦を主人は食べさせてはくれず，耕作の合い間に，すきの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
くびきから抜け出せたり，離してくれた時に羊や山羊が食べ残した草を食べるだけだと書った。雄
牛は自分の主入を非常に悪く言ったので，雄馬はできるだけ彼を慰めてやった。
　雄牛と雄馬がこのように話している時，1入の肉屋が，雄牛に充分肉がついているかどうかを
見に来た。雄牛の主人が売り払おうと思っていたからである。雄牛は雄馬に，私の主人は私を売
り払い，殺させて人問に食べさせようとしていると言った。雄馬は雄牛に，あなたの主人はきっ
とあなたの奉仕に仇で報いるだろうと言った。長い間2匹は泣き合った後，雄馬は，逃げ出して
自分の故郷にもどりなさい。恩知らずの主人に仕えるより，死の危険にさらされる方がまだまし
だからと雄牛に忠告した。
　〔第38箪〕　2．王の勧めについて
　ライオンが王に選ばれた時，民衆の前ですばらしい演説をして次のように言った。「諸書，皆様
の御意思によって私は王になりました。王の職務は非常に危険なものであり，苦労の多いもので
あることは皆さんもご存知だと思います。王の犯した罪によって，神はしばしばこの地上に餓え
や厄病や死や戦乱を送られているからです。また岡様のことは民衆の葬によっても起こるのです。
それ故，王にとって統治するこどは非常に危険なことです。また王の統治は全畏衆にとっても危
険なことなのです。自分自身を治め，そして民衆を治めることは王にとって非常に大きい苦労な
のです。そこで，私をもまた私の民衆をも救うために私を助け，助欝してくれる顧問窟を私に与
えてくれるようお願いする次第です。そしてあなた方が私に与えてくれる顧問窟は賢明で忠実な
くヨの
者で，顧問官として王の側にいるのにふさわしい人物であるよう望む次第であります」
　王が言った書葉は全諸侯や会議のすべての人々を喜ばせ，すべての者は自分達が行った王の選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨむ
出の結果を幸運なものと考えた。そうして，熊，ひょう，雪ひょう，蛇la　Selp，それに狼が王の
顧問官として一致して選ばれた。これらの動物達は議員の面前で出来る限り忠実に王に助言する
ことを誓った。
　狐は王の顧問官に選ばれなかったので非常に不愉快だった。そこで議貫の前で次のように言っ
た。「福音書に書かれているところによれば，天上と地上の王であるイエス・キリストは単純で謙
虚な人々との間に友情と交友を保とうと望まれました。それ故，純真で貧しい人達であった使徒
　　　　　　　　　　ラ
をお選びになりました。このため使徒の徳がますます高まり，ますます謙虚になったのです。諸
君全員とは反対に，顧問宮が力においても血統においても高慢にならず，王と等しくなろうとす
る野望を抱かないために，王は単純で謙虚な獣を顧問窟に持つべきであり，このようにすれば，
単純な獣や草食獣にも希望と謙譲の模範となりうるものと私は考えます」。狐の君った言葉は，象
　　　　　セヨシ
1’Aurifany，猪el　Senglar，牡山羊el　Boch，羊el　Molt6その他の草食獣を喜ばせた。そこでこ
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れらすべての獣は，雄弁であり，偉大な知識を持つ狐こそ王の顧問官となるべきであると王に申
し上げた。一方，狐も，象，猪，鹿，羊が王の顧問宮となるべきであると進書した。
　狐が顧問官になることは，熊，ひょう，雪ひょうにはたいそう不愉映であった。他のどんな獣
よりも狐が王の選出に大きい役割を果たしていたので，狐が雄弁と狡猜さで王にざん言をしない
かと恐れたからである。「陛下」とひょうは王に蕎った。「あなたの議会には雄鶏el　Gallがおt）ま
す。鶏は姿が美しく賢明で，多くの雌鶏の主人になることができます。鶏は曙に澄み切って美し
い声で鳴き声を上げます。そこで狐よりもずっとあなたの顧問官になるにふさわしいと存じます」。
象は，雄鶏が王の顧問窟になることに賛成し，どのように王妃を支配し，服従させうるかという
模範を示し，ヨ三を朝早く目ざめさせて，神に祈りを捧げることができます。しかし狐も賢明な獣
で多くのことを知っているので，王の顧問官として適当でしょうと雷った。ひょうは王の顧間宮
中に生まれつき憎み合っている2匹が入るのはふさわしくありません。持っている憎しみの心で
もって王の顧問団を混乱させるかも知れませんからと器った。もう一方では狐が口を開き，王の
顧問団に，象，猪，羊，鹿のように美しくて大きい動物が入るべきです。王の前では姿の美しさ
こそふさわしいことですからと言った。
　王は狐とその伸間達が議員になり，また顧問官になることを望んだ。そうして，ひょうが王に
そっと次のように霧わなかったならば，その事は笑現していたことであろう。
　〔挿話2〕
　「陛下，ある伯爵が王と戦いましたが，王ほどの力を持っていなかったので，王との戦いに計略
を用い，ひそかに多額の金を王の大臣に与え，王が戦いに関して大臣に与えるすべての命令を知
らせてくれるよう頼みました。そこで王の大臣は伯爵との戦いが終らないよう王のカを邪魔立て
いたしました」〔挿話2終り）
　ひょうがその言葉を終えた時，ライオンはその類似に気がつき，雄鶏を顧問官にしたが，狐を
顧問官にしようとはせず，こうして，象やその仲間の草食獣に王やその紳間の意図を感づかれな
いようにした。
　〔第39章〕　3．狐が王に企てた叛逆にっいて
　王の顧問官になれなかったことを，狐とその仲間はたいそう不愉快に思い，その蒔から狐は心
の中に叛逆の気持ちを抱き，王の死を望んだ。そこで狐は象に次のように言った。「今日より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨお
肉食獣と草食獣の間に大きい敵意が生まれるでしょう。それは，王とその顧問官達は肉を食べ，王
の顧問団の中にあなた方と性質を岡じくし，その権利を主張する1匹の獣をもあなた方は持たな
いからです」象は答えて，蛇と雄鶏が王の議会の中に自分の権利を主張してくれると期待して
いる。この2匹は肉を食べない獣であるからと雷った。狐は答えて言った。
　〔挿話3〕
　「昔，ある所に1入のキリスト教徒が1人のイスラム教徒の奴隷を持っており，とても信用し，
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大きな恩恵を与えていました。しかしイスラム教徒は主入と宗教が違う故に主人を快よく思わず，
むしろ毎日，どうして主人を殺そうかと，そればかり考えていました。〔挿話3終り〕
　だから，象さん」と狐は言った。「雄鶏や蛇は肉は食べないけれども，あなたや仲間の方々とは
たいそう血統が違いますから彼らを信用してはなりません。機会さえ与えられるならばできる限
り，あらゆる害悪をあなたと仲間の方々に与えようとしていることは確実なのです」
　象は狐が自分に書った言葉に深く考えさせられた。そして，王の選挙と王の顧問官によって自
分とその仲間に引き起こされるかも知れない害悪について長い間考えこんでいた。象がこのよう
に考えこんでいると，狐は，王と仲間を怖がりなさんな，あなたが王になりたいのなら，王にな
れる方法を私が捜してみますからと彼に悪った。しかし，象は狐が自分を裏切るのではないか，
狐はその性質から雷っても，草食獣よりも肉食獣を愛するに違いないからと考えた。そして象は
狐に次のように言った。
　〔挿話4〕
　「ある所で1匹の鳶が1匹の仔鼠をくわえて飛んでいました。そして1人の隠者があの鼠を自分
の服のすそに落としてくださるよう神に祈りました。聖なる人物の祈りによって，神はその鼠を
隠者の服のすそに落とされましたので，神に美しい乙女に姿を変えてくださるよう再び祈りまし
た。神は隠者の祈りを聞き屈けられ，鼠は美しい乙女に変身いたしました。『娘や諜と隠者は言い
ました。「お繭は太陽を婿にしたくないかねA『いいえ，だって，雲が太陽の明るさを隠してしま
うからですasそこで隠者は月を婿にしたくないかと尋ねました。すると娘は月は欝分で光を持っ
ていず，太陽によって光っているだけだから嫌だと言いました。「美しい娘よ，お前は雲を婿に
したくないかね2。彼女はいいえ，風が雲を好きな所に運んで行ってしまうからいやですと答えま
した。また娘は風も夫にしたくない。山が風の動きを妨げるから。また山も夫にしたくない。鼠
が山に穴を開けるから。また入間をも夫にしたくない。鼠をなやますからと言いました。そこで
とうとう娘は神に以前そうであったように私を鼠にもどしてください。そうして美しい雄鼠を婿
にしてくださるよう神に祈ってくださいと隠者に頼みました」〔挿話4終り〕
　狐はこの萬話を聞いて，象が自分を疑っていることを知り，自分のことをばらしてしまわない
だろうかと恐れ，象に言ったと岡じように猪に王にならないかと提案した。しかし自分の気持ち
をみんなに隠しておくために，あらゆる機会に王になるよう象をそそのかして，次のように醤っ
た。
　〔挿話5〕
　「ある所に，1人の騎士が妻によって1人の美しい息子を得ました。その騎士の妻が死んでしま
ったので，騎士はすぐに再婚しました。継母は騎士がたいそう愛していた息子を非常に憎みまし
た。息子が20歳になると，夫に息子を家から遮い出させる方法を考え繊しました。夫に息子が自
分に不倫を求めたと言ったのです。夫は妻をたいそう愛していたので，妻の書ったことをすべて
信じ，息子を家から追い出し，二度とわしの顕の前に姿を見せるなと言いました。若者は理由も
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なく家から追い出され，憎まれたため，父をたいそう恨みました」〔挿話5終り）
　狐が話したこの寓話によって象は少し元気づけられ，狐が書ったように王になろうとする霜望
を抱いた。そうして，現在王はこんなに強く，元気であり，たいそう賢明な顧問官を持っている
のに引きかえ，狐は小さい獣であり，僅かな力しか持っていない。どうすれば，王が死に自分
が王に選ばれることができようかと狐に尋ねた。
　狐は次の寓話で答えた。
　〔挿話6〕
　「ある所では，ライオンが自分達を追いかけ廻して狩猟をしないよう，毎日1匹の獣をライオン
に捧げることにすべての獣達は決めていました。毎ヨ，それらの獣達はくじを引き，くじに当た
った者がライオンの所に行き，ライオンがその獣を食べるのでした。ある臼，くじは1匹の野兎
に当たりました。その兎は死ぬのが恐しかったので，たいそうゆっくり行き，やっと昼頃にライ
オンの葡に着きました。兎がたいそう遅れ，腹がとてもすいていたライオンは，腹を立ててい
ました。そして，兎にどうしてこんなに遅れたのかと尋ねました。兎は書い訳けをし，あちらの，
村の近くにもう1匹のライオンがおり，この土地の王だと言って，私を捕えようと追い廻したか
らですと答えました。ライオンはとても腹を立て，兎が書ったことを本当だと信じ，そのライオ
ンを自分に見せてくれと言いました。兎は先に立ち，ライオンは兎について行きました。兎はラ
イオンをある大きい池へ連れて行きました。その池の水は四方が大きい壁で囲まれていました。
兎と共に泉の上に来ると，兎とライオンの影は水の上にうつりました。兎はライオンに欝いまし
た。『王様，水の中にいるライオンをごらんください。あいつも1匹の兎を食べようとしていますnt
ライオンは自分の影をライオンだと信じ，そのライオンと戦うために水の中に跳びこみました。
ライオンは水の中で溺れ死に，兎はその知恵でライオンを滅したのですj〔挿話6終り〕
　象はこの寓話を聞いて，狐に次の寓話を語った。
　〔挿話7）
　「ある王には王の身の廻りを世話している2入の若者が仕えていました。あるH，王が椅子に腰
かけており，王の前には多くの身分高い諸侯や騎士達がいました。若者の1人は王の前にいて，
　　　　　　　　　　　　しゆす王が身につけていた白い繍子の衣裳の上に1匹の蚤がいるのを見つけ，王に近づき，衣服の上の
蚤を取らせて頂きたいと申し出ました。王は落者に近づく許しを与え，若老は蚤を捕えました。
王は蚤を見たいと言われ，その蚤を騎士達に見せて，こんなに小さい動物が不敬にも王に近づく
とは驚き入った次第じゃと言われました。そして王はその若者に百ベザンのほうびを与えられま
した。もう1人の若者は仲間を羨み，次の摂，王の衣服に1匹の大きいしらみをつけておき，仲
間が言ったのと同じようなことを王に言いました。若者はしらみを王に見せると，王はとても立
腹し，王の衣膿を清潔に保っておかない罪で汝は死罪に癒すると言われ，百の鞭打ちをその若者
に与えられました」〔挿話7終り〕
　狐は象が王になるのを恐れていることを知った。そしてこんなに大きい体をした獣がこんなに
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も怖がるのかと驚いた。そこで象に次のように言った。
　〔挿話8〕
　「さて昔，蛇はただ1入の女性であるイヴを陥入れて，アダムやそのすべての子孫に神の怒りを
もたらしました。そこで，もし蛇がイヴにそれほどの害悪を与えられたのであれば，私もその知
恵と悪だくみで，王を民衆の怒りの中に陥入れることが充分できるでしょうJ〔挿話8終り）
　ここに狐が語ったイヴの寓話を聞いて，象は王に対する叛逆の心を抱き，狐に，あなたが王を殺
せばすぐ自分が喜んで王になろうと言った。狐は王の殺害に努力すると言い，象は，もし自分を
王にするために努力してくれれば，大きい贈物と名誉を与えようと約束した。
　〔第40車〕　4．いかにして狐は王の守衛長になったか
　　　　　　　　　　　　セホ　　　　　　　　　　　くが
　王の窟廷では猫が王の侍従に，犬が守衛長に任命された。猫は衣服を破る鼠を食べ，姿が王に
似ているために侍従になった。犬は遠くから匂いをかぎわけ，吠え，王の元にやって来る人を王
に知らせるので守衛長になった。猫と犬が職務に従事している時，狐は王の宮廷にいない雄牛と
雄馬を捜しに行き，ある美しい野原で狐は雄牛に会った。2匹はお互いに愉快そうに挨拶をかわ
し合い，雄牛は狐に自分の近況，すなわち，どのように自分から人間の所に行き，そこで長い間
仕えたか，そのあげくの果て，人聞が霞分を肉屋に売って殺そうとしたかを語った。一方，
狐も雄牛に先にのべたような宮廷の状態を語った。
　「雄牛さん」と狐は書った。「あなたは何をお望みですか」牛は狐に王の宮廷に行き，自分を売
って殺そうとする人闘から逃がれたいと言った。狐は牛に次のように言った。
　〔挿話9〕
　Fある王国には行いの悪い王がいて，もっと邪悪な顧問団を持っていました。王と顧問団の悪行
のため，全王国は苦しみと神の怒りの中にあえいでいました。王とその顧問団がその王国に住む
人々に行った悪事は数え切れないほどだったのです。王と顧問団がその土地で行った悪行はとて
も長く続いたので，人々も耐えられなくなりました。こうして，王と顧問田の邪悪な生活と悪い
模範の故に人々は王と顧問団の死を望むに至りました」〔挿話9終り）
　雄牛は狐が語った内容によって王と顧問団が邪悪であることを知り，そんな国に行って住むべ
きかどうか迷った。そこで狐に次のように雷った。
　〔挿話10）
　「ある町にとてもその職務にふさわしからぬ1人の司教がいました。司教の悪と不誠実さと，教
区参事会とその町の人々に与える悪しき模範によって，多くの悪事が続発し，イエス・キリスト
が使徒とその後継者に与えられた教えに従って翔教が行動したならば，有ったであろう多くの善
行が失われました。ある日，司教が大きな不正をした後，ミサを唱えに行きました。1人の司教
会員は司教の悪事をたいそう憎んでいましたが，その町を出て森に行き，羊飼の中に立ちまじっ
て暮らし，自分の羊を狼に渡してしまう牧者と住むよりも，狼から羊を守る羊飼いと共に暮らす
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方がまだましだと言いました」〔挿話IO終り）
　牛はこの寓話を話して，狐に，その統治が悪いのなら，その国から立ち去って，王や顧問団の
下に暮らしたくはないと器った。嘘牛さん」と狐は言った。「ある隠者が国王にした質問のこと
を聞かれたことがありますか」。「それはどんな質問ですか」と雄牛は雷った。狐は書った。
　〔挿話11〕
　「ある高い山に，1人の聖人の隠者が住んでいました。その隠者は身持ちの正しい人でした。悪
い統治を行っていたその土地の罪深い国王に関する多くの不平が毎日のように隠者の耳に入って
来ました。人々はその隠者に多くの悪事を話していました。隠者は王の陥入っている悪い状態を
残念に思い，王が正しい姿に立ちもどるよう祈っていました。善良な隠者は自分の僧庵を出て，
王の住む美しい都に行きました。『陛下2と善良な隠者は王に言いました。阯の世の中で，どのよ
うな事が最も神を喜ばせると陛下はお考えですか。隠者の生活でしょうか，それとも，その国異
を正しく治める国の生活でしょうかx王はその質問をしばらく考えてから，善良なる王の生活は，
隠者の生活よりもより多くの善の源となりうるだろうと答えられました。罫陛下誤と隠者は霊いました。
『そのお答を私は非常にうれしく思います。そのお答によれば，悪い王は，隠者が僧庵でなしうる
善よりもずっと大きい害を与えるわけです。それ故，私は僧庵を出て陛下のもとに参りました。
陛下の王国が正しい状態になるまで，しばらく陛下と共におり，陛下が神を愛し，神の知識と神
への恐れを持たれるよう，神の言葉を陛下に告げ知らせるつもりでございますxその隠者は長く
宮廷に滞在し，神の良き言葉を伝え，それによって王は正しい道へと立ちもどり，全王国は正し
く統治されるようになりました」〔挿話H終り〕
　狐はこの寓話を言ってから，雄牛にこう欝った。「雄牛さん，あなたはこの隠者に似た獣です。
だから，もしお望みならあなたに助言をいたしましょう。それによって私やあなたの主人である
王を正しい状態に導き，あなたの行動に多くの善行が続いて起こることでしsう。」雄牛はできる
限り努力して善き行動をとり，それによって王とその民衆を正しい状態に導くことを狐に約束し
た。そこで狐は雄牛に，王と諸侯のいる場所にほど近い美しい牧場に行き，美しい姿にもどり，
強そうに吠えられるようになるまで，そこで草を食べたり，休息したりするよう教えた。「雄牛さ
ん，あなたが充分に肥え，力を圓腹すれば，昼に3回，夜に3國，できる限り力強く吠えてくだ
さい。その間に王の所へ行ってあなたのことを話しておきましょう」雄牛は狐の教えに従い，狐
は王の宮廷へともどって行った。
　雄牛は充分に休息し，体も強くなると，強く吠え始めた。狐は雄牛の吠え声を聞くと，王の繭
に出頭した。そうして雄牛の吠えている問，王の前にいた。雄牛が吠えると，王はとても恐ろし
くなり，じっと我慢していることも，ふるえをおさえることもできないほどであった。そして王
は諸侯の離で恥ずかしい思いをした。それは諸侯が自分を憶病者だと思いはしないかと恐れたか
らである。その場にいた貴族の誰もが王の恐怖に気づいてはいなかったが，ライオンがとても怖
がっていた時，狐は王に近づいて行った。狐が王に近づいて行ったので，雄鶏は歌い，犬は吠え
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た。王は狐がやって来たことを喜んだ。そして，聞こえて来るあの声の主はどんな動物なのか，
あの声から判断すれば非常に大きくて強い獣のように思えるが，それをお前は存じているかと尋
ねた。
　「陛下」と狐は言った。
　〔挿話12〕
⑳　　　　　　　　　　　　　　〈tg）
　「ある谷間に，1人の吟遊詩人が木にモーロ太鼓をかけておきました。それが風に吹かれて，木
の枝を傷つけました。本の枝を傷つける時，太鼓から大きい音が出て，谷中に響き渡りました。
その谷に1匹の猿が住んでいましたが，その音を聞き，太鼓の所にやって来ました。その猿は太
鼓の音がとても大きいので，太鼓の中にはバターかそれとも何かよい食べ物が詰まっているのだ
と信じました。猿は太鼓を砕いてみますと，太鼓の中は空っぽであることを知りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔挿話12終り〕
　そうでありますから，陛下」と狐はライオンに言った。「陛下が耳にされるあの声も実体のない，
声が示すほどの力を持っていない獣のものなのです。陛下はもっと強く勇気を持ってください。
王が怖がり，特にわからない物に恐れを抱くことはよいことではありません」
　狐が王にこれらの言葉を言っている時，雄牛は叫び，とても強く吠え立てた。あまりに強く吠
え立てたので，その場所中は震え，ライオンも仲間もみんな恐怖で震え上がった。王さえ自分の
恐怖を隠し通せず，もしあの獣の強さがあの声通りであるなら，あの場所にあいつを置いておく
のは危険だと書った。雄牛は再び大声で吠えた。ライオンと全顧問窟は恐れた。狐は王の前で楽
しそうな表情を見せ，少しも怖がる様子はなかった。王は狐が怖がらないのにとても驚き，他の
顧問官も同様に感心した。王は狐に次のように言った。「狐よ」と王は讐った。「あんなに大きく
て奇径な声にどうしてお前は怖がらずにおれるのか。お前も知っているように，これほど強いわ
しも，また熊やひょう，その他のお前よりはずっと強い獣達があの声に恐れているのに」。狐は王
に答えて，次のように雷った。
　〔挿諦3〕
　硫羽の鳥が岩の上に巣を作っていました。毎年1匹の蛇がその子供達を食べてしまいました。
鳥は自分のひなを食べる蛇にとても腹を立てていました。しかし鳥は蛇程強くなかったし，武器
をとっても復しゅうできないので，あえて蛇と戦う元気はありませんでした。その鳥は力が足ら
ないので計略の力で蛇に復しゅうしようとしました。あるH，孟女が果樹園で数人の少女と遊ん
でおり，金と銀の台で窯石をちりばめた首飾りを本の枝にかけておきました。鳥はその首飾りを
つかんで空中を長い間飛んでいました。その首飾りは王女がたいそう好きだったのに鳥に取られ
たので，ひどく泣き出し，多くの男達はどこに首飾りを落とすかと，鳥の後を追って行きました。
鳥は首飾りを蛇の住む場所へ落としました。首飾りを拾いに来た男達は蛇を見つけ殺してしまい
ました。このようにして鳥は知恵と計略で他人の力を借り蛇に復しゅうを果たしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔挿話13糸冬り〕
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　ですから，陛下」と狐はライオンに需った。「私はとても知恵があり，計略の才に富んでおりま
す。もし，あのとても強くて恐しそうな声をしたあの獣を式器の力で打ち勝つことができないな
ら，知恵と計略の助けを借りて，無残にも殺してしまうことができるでしょう」
　狐がこの自分の寓話を語り終えると，これまた王の顧問窟の1人であった蛇は次の寓話を語っ
た。
　〔挿話14〕
　「ある池にいつも大食いをしている1羽の青鷺が住んでいました。もう年をとり，老年故に1度
にたくさん魚を取ることができなくなったので，知恵と計略を使おうとし，かえって，その知恵
と計略のために身を亡ぼしてしまいましたj。ライオンは蛇に，どうして青鷺が身を亡ぼしたのか
話してみよと言った。ヂ陛下」と蛇は言った。「青鷺は1H中魚を取ろうともせず，悲しげに池
のほとりに立たずんでいました。1匹のかには，青鷺がいつものように魚を取っていないので不
思議がり，どうしてそのように考えこんでいるのかと尋ねました。青鷺は泣き出して，長年いっ
しょに暮らして来たこの池の魚達がかわいそうだ，魚の死と魚の大損害を受けるのが気の毒だ。
その池で2人の漁師が魚をとっていて，その池にもう魚がなくなってしまったので，この池に魚
取りに来ると言いました。『あの漁師達はとても魚取りが上手で，どんな魚も逃げ切れないだろう
し，この池には魚がみんないなくなるでしょうdiこの言葉を聞いたかにはとても怖がり，その地
にいる魚達にこのことを纈らせました。すべての魚達は集まって青鷺の前に行き、何かいい方法
を教えてくれと頼みました。建別によい方法とてないがsと青鷺は言いました。続だ1つ，ここか
　　　　　　　　　くヨミあ
ら1リーグ離れたある池にあなた方全部を1匹ずつ運ぶことはできます。その池には多くの芦と
　　　　ゆ
多くの泥があり，漁師はあなた方に何の害も与えることはできませんsすべての魚は青鷺の勧め
に従い，毎日，青鷺は何匹かほしいだけ魚をくわえては別の池に運んで行くふりをして，丘の頂
ゆ
上に持って行き，そこで運んで来た魚を食べては再び元の所へもどっていたのでした。長い問，
青鷺はそのようにしていました。何の苦労もなしにこうして魚を取って暮らしていたのです。あ
る日，かにはその池に運んで行ってくれと青鷺に頼みました。青鷺が首を伸ばすと，かには2本
のはさみで青鷺の首をはさみました。首にかにをぶら下げたまま青鷺が飛んでいると，かには青
鷺が自分を連れて行ってくれるはずの池がどこにも見えないので不思議に思っていました。青鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くきお
がいつも魚を食べている場所へ来ると，かには青鷺に食べられた魚の骨を見て青鷺が嘘をついて
いたことを知り，心の中で言いました。fお前に時間があるうちにお前を食おうとしている裏切考
に復しゅうしてやらねばならないそsそうしてかには青鷺の首を強くしめてへし折り，青難は地
上に倒れて死にました。かには仲聞の所へもどり，青鷺のしていた裏切りを仲問に語りました。
こうして青lfSは裏切りのため死んでしまいました」〔挿話14終り〕
　「陛下」と狐は言った。「神は，アダムが楽園から追放された時，蛇に呪いをかけられました。
アダムに食べるのを禁じていた果物を食べるようイヴをそそのかしたからです。その時から，す
べての蛇は晃た目に恐ろしく，毒を持ち，蛇によってすべての悪がこの世に持ち来られたのです。
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それ故，1人の賢人は王がとてもかわいがっていられたにもかかわらず王の顧問蜜であった蛇を
追放させました」王は狐にその寓話を語るよう善った。「陛下」と狐は言った。
　〔挿話15〕
　「ある国王が，非常に聖入で賢人である人の噂を聞き，使いをやってその賢人を呼びよせました。
賢人が王のもとにやって来ると，王は，自分のもとにいて，王国を治めるための助言を与え，自
分の中に見いだす悪徳を治してくれるよう頼みました。聖人は王に良き行いを勧め悪き行いから
離れさるため王のもとにとどまりました。ある日，王はその統治に起きた重大な出来事について
助言を求めました。王のそばには，王が他の誰よりも信じて助言を求めていた1匹の大蛇がいま
した。その賢人は蛇を見て，この世で王とはいかなる意味を持つかと尋ねました。王は答えまし
た。『王とはこの世で神に似たもの，すなわちこの地上に正義を保ち，神が王に任ねられた人民を
　　　　　　　　が
統治する者である＄『陛下sと賢人は醤いました。C「神が世界を作られた時，神に最も敵対した動
物は何ですかs王は蛇であると答えました。窪国王陛下gと賢入は書いました。『陛下がなされた
返答によれば，陛下は蛇を憎まねばならないのに陛下の宮廷に蛇をおいておくことは重大な罪悪
なのです。それは陛下が王であることによっで神の御姿を表現し，神が憎まれるすべてのものを
憎まねばならず，それのみか，神以上に憎まねばならないからですs聖入が王に晋った器葉に従
って，王は蛇を殺し，蛇が死から免がれようとするいかなる知恵も計略も役立ちませんでした」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ぎ球言舌15終り〕
　狐がこの寓話を語り終えた時，雄牛は再び非常に強く捻ったので，その土地全体が震え，ライ
オンやその他の獣達もとても怖がった。狐は王に，もし陛下がお望みなら私はあの斎怪な声を出
す獣の所へ行き，王の前に連れて来て王と親しくさせられるかどうかやってみましsうと雷った。
Mとその他のすべての獣達は叫んでいるあの獣に狐が会いに行くという企てをとても喜んだ。狐
は王に，もしこれから会いに行くあの獣が王の宮廷に入りたいと露うならば，王が宮廷での安全
を保証し，だれもあの獣を傷つけたり暴力を撫えたりしないようにと頼んだ。王は全顧問団を前
にして狐に，狐が要求したことすべてを保証した。
　狐は雄牛のいる牧場へ行った。雄牛は狐がやって来るのを見て，とても喜んだ。2匹は親しく
　　　　　　　くコお
あいさつを交わし，狐は別れてから起こったすべての出来事を雄牛に話した。「友よ」と狐は言っ
た。「あなたは王の前に出頭し，恭順の意を表わし，動作によってとても賢人であるふりをしなさ
い。あなたは長く王の領国の外にあって，とても後悔しているという様子を見せなさい。だから，
入間の所に行き，また他の王国に暮らしたことに対し，みんなの前で王の許しを乞いなさい。そ
うして，友よJと狐は言った。「王と全宮廷の前で，王や全顧問宮があなたの霧葉と行動を喜ぶよ
うに振るまいなさい。そうして入聞の状態を王に助言しなさい」
　雄牛と狐は王の宮廷へ行った。王と諸侯は雄牛と狐がやって来るのを見て，王と他の者達はそ
の獣が雄牛であることを認め，怖がったことは馬鹿なことだったと感じた。また王は，雄牛があ
んなにも大きく高く，恐ろしげな声を出せるものかと驚いた。雄牛は王に，主書に対する礼をし，
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王は，元気かと雄牛に言葉をかけた。雄牛は人間に仕えていた時に起ったことをすべて語った。王
は雄牛にたいそうお前の声が変ったので驚いたと書った。牛は，王と全宮廷を捨てて立ち去り，
長い間，他の王国にいたために恐怖と悔恨のために吠えていたのですと霧った。また，恐怖と悔
恨は私の魂を震わせ，恐怖と心配と驚きのために声が変り，恐れと自責の気持ちが心からほとば
しり出ているからですと言った。雄牛は王に赦しを乞い，王は全宮廷の人々の前で赦しを与えた。
王は雄牛に人間の王の状態を尋ねた。雄隼は，世界申で最も邪悪で嘘つきな獣は人聞であると蛇
が霧ったが，それは本当ですと書った。ライオンは雄牛にどうして世界中で入聞が最も邪悪で嘘
つきの獣と言ったのか，その訳を話してくれと言った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
（1＞小西茂也訳津艶婦伝護第2講第3章，上巻250～252頁（新潮文庫版）
（2）Galmεs校訂版第1巻17～22頁に『驚異の謝の写本と刊本についての詳細な解説がある。
（3）原典はel　Leh6，　el　Lle6の爾方の綴t）を使用している。
（4）原典はServo，　Sero，　Cbrvolの3つの綴｝）を使用している。
（5）フランス語訳はChevreauすなわちf仔山羊」としている。
（6）原典はNa　Renart，　Na　Renardの両方の綴りを使用している。また狐になぜ女性人称定冠詞
　を用いているかについては理由が不明であるが，中世カタロニア語の狐を意味するvolpが女
　性形であるためという説もある。しかし物語の中では，狐は男性のように行動している。なお，
　フランス語訳ではle　Renartと男性扱いされている。なお，イスパニア語訳は｝a　Z　orraで女
　性形である。
（7＞原典は1’Ors，1’Osの両方の綴りを使用している。
（8＞原典はel　Leupart，　el　Lleopardの簡方の綴1）を使用している。
（9）原典はla　Onca，1’Uncaの両方の綴｝）を使用している。「雪ひょう」と訳したOnca（学名　Pan－
　thera　Uncia）は，ヒマラヤ山脈，チベット高原，アルタイ山脈等アジアにのみ住む猫属の動物
　である。しかし欧州中世においては，かなり想像上の動物と見られ，壁掛けや紋章によく用い
　られ，『狐物語sの中にも現われる。
㈲　9世紀欧州では司教は司祭，修道士，貴族，商工業者で構成された集会により選挙で選ばれ
　た。11世紀から司教会（聖職者会議el　capftulo）で選ばれるようになった。
（ll＞原語sagrista（sacristin〔西〕），欧州中世では現在と違い，「聖器係僧」は聖器を保管する故
　に高い権威と地位を持っている。現在では最下級の聖職者の地位に落ち，昔話の申では「無知」
　と「文盲」の象徴的入物としてしばしば現われる。
（12）原語1’erquediacha（el　archidiEconoまたはarcediano〔西〕），中世では助祭長，すなわち筆頭
　助祭が教会の財産を管理しており，しばしば司教のあとを継いでいる。
（13）原語　lo　cabiscol（el　capiscol晒〕），この原語およびイスパニア語は，現代では「合唱団長」
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　の意であるが，中世では大伽藍附属の学校の長を意味した。フランス語訳ではこの部分がdoyen
　すなわち「僧会長」となっている。
ω　イスパニア語訳では「ライオン」の後に「：熊，雪ひょう，虎，ひょう」を付け加える。
㈲　イスパニア語訳ではこのあとにel　Tigre「虎」が付け加えてある。虎は原本には全く現われ
　ない動物である。
⑯　原典はel　polli，　el　poltreの両方の綴りを使用している。
（17）　フランス語訳はこの個所が，pour　ce　qu’il　lui　avoit　aucunement　nuitすなわち，「ライオンの
　王の選出に少なからず妨害になったので」となっている。
㈱　リュイの時代はまだ馬肉が人間の食糧として使われていなかったと思われる。
（19）フランス語訳にはこの「山羊Jの語はない。
⑳　原語ではhδmens（hombres．〔西〕）「人問」という語を使い，この動物寓話に1度だけ人間が
　現われる。
（21）原典はla　serp，　la　serpentの両方の綴1）を使用している。
（22）「それ故」以下のこの文章はフランス語訳にはない。
（23）原典は1’Aurifany，茎’Orifany，1’Arifan，1’Oriffan，1’Elefant等の綴りを使用している。
（24＞「王とその顧問宮達」以下の1節はフランス語訳にはない。
㈱　原語cambrer（camarero〔西〕），王の住履にあって，身の回りの世話をする職。
㈱　原語porter（portero〔西）），元来は王が旅行する時，王の宿禽の安全を守る職。
（27）原語luglar（juglar〔西〕），、　R．鍛en函dez　Pida至の定義に従えば，「公衆の面前で，公衆を楽し
　ませて生活の資を得る人々」（Poesfa　Juglaresca　y　Juglares，　Colecci6n　Austral　No．300，　p．12）
　である。歌ばかりではなく，曲芸，舞踏なども行ったので，むしろ，「大道芸人」に近い。
㈱　原語alduff（adufe〔西〕〉，イスラム教徒が伝えたタンバリンに似た太鼓，現代カタロaア語
　はalduf。フランス語訳では単にtambour「太鼓」と，イスパニア語訳はtimpano「チンパノン」
　としている。
⑳　フランス謡訳は単にci　prEs「ここから近い」とする。
（3e）「多くの芦と多くの泥」の代わりにフランス語訳はmou｝t　de　caves「多くの享嗣穴」であり，イ
　スパニア語訳はmuchas　calias　y　bobas「多くの芦としだれ柳」となっている。
（31）原語puig，フランス語訳はmontaigne「虫」，イスパニア語訳はpozo「井戸」となっている。
（32）原語spines（espinas晒〕），イスパニア語訳はこの前にlas　escamasをつけ加え「鱗や骨」
　としている。
㈱　王が神の使者であるという思想は中世には一般に信じられていた。
㈹　この1節はイスパニア語訳にはない。
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